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機能性免疫システムにフォーカスした、ユニークなヒト化ターゲットモ
デルを用いることで、免疫治療薬物の研究開発を促進します。

HuGemm及びHuCellモデルを用いることにより、in vivoでヒト特異的
で生物学的な治療法を、下記の項目を利用して迅速に評価することが
できます：

•	 ヒト化された創薬ターゲットが安定して発現するHuGemmマウスモ
デルは、PD-1、PD-L1、CTLA-4を含みます。

•	 例えば PD-L1 のようなヒト化リガンドの発現が安定するHuCellシン
ジェニック腫瘍細胞があります。

•	 ICI の組み合わせを評価するために、ダブルノックインモデルを含
む、主要なチェックポイントターゲットを評価するプラットフォームが
開発され、その他のモデルも開発中です。

HuGemm及びHuCellヒト化された薬物ターゲットを含むモデルを選
択可能です ：

•	 ヒト特異的なチェックポイント阻害剤の効果を調べるため、薬剤単
独、もしくは治療と組み合わせることにより、腫瘍の免疫微小環境の
効果を高めることができます。

•	 ヒトの特異的なターゲットにフォーカスし、適切なマウスの免疫シス
テムを用いることにより、免疫治療を評価できます。

•	 HuGemmおよびHuCellモデルを用いることで、完全なヒト化リセプ
ター-リガンド複合体を構築できます。

•	 がん免疫の薬剤で、ターゲットの役割を解明し、薬物動力学を評価
できます。


